
あなたから
あなたへ

■「
ア
ン
テ
ナ
」へ
の
投
稿
を
募
集
し
て

い
ま
す
。原
稿
は
、手
紙
、は
が
き
、フ
ァ

ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
営
利
を
目
的
と
し
た

も
の
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▽
連
絡
先
／
秘
書
広
報
室

258

０
０
１
９
（
内
線
311
・
312
）

Ｆ
Ａ
Ｘ 

274

１
０
５
４

Ｅ
メ
ー
ル　

h
isy
o@
tow
n
.saita

m
a-m
iy
osh
i.lg
.jp

携
帯
端
末
サ
イ
ト
の
ご
案
内

ラ
イ
フ
バ
ス
の
時
刻
表
が
確
認
で
き
た
り
と
、

便
利
な
サ
イ
ト
で
す
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に
対
応
し
た
携

帯
電
話
で
読
み
取
る
と
簡

単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。

雑木林（ヤマ）で遊ぼう！ツリーイング体験

【
問
題
１
】
江
戸
時
代
の
終
わ
り

か
ら
明
治
時
代
ま
で
、
三
芳
は
染

め
も
の
で
使
わ
れ
る
「
あ
る
物
」

の
一
大
生
産
地
で
し
た
。そ
の「
あ

る
物
」
と
は
、
一
体
何
？

藍　

紅
花　

桜

【
問
題
２
】
育
児
を
積
極
的
に
、

率
先
し
て
行
う
男
性
の
こ
と
を
な

ん
と
い
う
？

チ
ョ
イ
ワ
ル

イ
ク
メ
ン

イ
ケ
タ
ク

【
問
題
３
】
今
回
追
加

さ
れ
た
「
デ
ザ
イ
ン
名

刺
」
は
何
種
類
？

１　

３　

40

【
応
募
要
領
】
官
製
は
が
き
に
、

答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
と
「
広
報
み
よ
し
」
の
感
想
を

書
い
て
、
３
月
15
日
ま
で
に
左
記

へ
。（
当
日
消
印
有
効
）

【
あ
て
先
】
〒
354

８
５
５
５

三
芳
町
大
字
藤
久
保
１
１
０
０
番

地
１　

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

【
記
念
品
】
全
問
正
解
者
10
人
に
。

【
２
月
号
の
答
え
】

問
題
１

　

問
題
２

問
題
３

み
ら
い
、
の
ぞ
み

（
応
募
総
数
32
通
、
正
解
32
通
）

【
正
解
者
】
広
報
ク
イ
ズ
正
解
者

の
発
表
は
、
当
選
者
へ
の
賞
品
の

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

広報クイズ

１
日　

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

（
〜
７
日
）

　
　
　

女
性
の
健
康
週
間

（
〜
８
日
）

３
日　

ひ
な
ま
つ
り

７
日　

消
防
記
念
日

日　

農
山
漁
村
女
性
の
日

日　

春
分
の
日

日　

世
界
水
の
日

日　

世
界
気
象
デ
ー

日　

世
界
結
核
デ
ー

3　月　の　こ　よ　み

★
「
三
芳
町
小
中
一
貫
教
育
」
と

て
も
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
町

ぐ
る
み
で
対
策
を
と
っ
て
も
ら
え
れ

ば
、
一
人
で
悩
む
お
母
さ
ん
た
ち
が

少
な
く
な
る
と
思
い
ま
す
。
（
竹
間

沢
Ｓ
さ
ん
）

★
児
童
書
「
お
ふ
ろ
だ
い
す
き
」
が

お
も
し
ろ
そ
う
だ
っ
た
。
著
者
の
他

の
本
も
読
ん
で
み
た
い
。
（
藤
久
保

Ｏ
さ
ん
）

★
新
成
人
の
方
が
た
く
さ
ん
い
て
、

未
来
が
明
る
く
感
じ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
活
躍
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
上
富
Ｋ
さ
ん
）

●
カ
メ
ラ
三
芳
▽
写
真
展
を
行
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
お
誘
い
合
わ

せ
の
上
お
越
し
く
だ
さ
い
。
▽
期

間
／
３
月
９
日

〜
18
日

（
９

日
は
午
前
11
時
か
ら
、
18
日
は

午
後
６
時
ま
で
）
▽
場
所
／
藤
久

保
公
民
館
ロ
ビ
ー
▽
会
員
も
募
集

し
て
お
り
ま
す
。
写
真
に
興
味
の

あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
▽

定
例
会
／
毎
月
第
三
土
曜
日
、
午

後
１
時
〜
３
時
▽
場
所
／
藤
久
保

公
民
館
▽
撮
影
会
／
年
間
６
〜
７

回
程
度
▽
展
示
会
／
年
３
回
▽
年

会
費
／
３
千
円
▽
連
絡
先
／
牧

258

６
５
３
８

●
切
り
絵
展
示
会
の
お
知
ら
せ
▽

日
頃
製
作
し
た
作
品
を
展
示
し
ま

す
。
▽
期
間
／
３
月
19
日

〜
25

日

▽
場
所
／
藤
久
保
公
民
館
ロ

ビ
ー
▽
体
験
も
出
来
ま
す
の
で
、

是
非
お
い
で
く
だ
さ
い
。
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。
▽
連
絡
先
／
武

田

258

０
０
８
１

●
第
９
回
市
民
公
開
講
座
「
い
ま

子
供
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜
ワ
ク

チ
ン
で
防
げ
る
病
気
（
Ｖ
Ｐ
Ｄ
）

に
つ
い
て
〜
」
▽
日
時
／
３
月
26

日

、
午
後
２
時
〜
▽
場
所
／
コ

ピ
ス
み
よ
し
▽
入
場
無
料
▽
プ
ロ

グ
ラ
ム
／
特
別
講
演

「
元
気
な

明
日
の
た
め
に
〜
が
ん
に
負
け
な

い
〜
」
女
優
・
仁
科
亜
希
子
さ
ん
、

特
別
講
演

「
ワ
ク
チ
ン
と
保
護

者
の
気
持
ち
〜
我
が
子
が
細
菌

性
髄
膜
炎
に
罹
患
し
て
〜
」
細
菌

性
髄
膜
炎
か
ら
子
供
を
守
る
会
事

務
局
・
高
畑
紀
一
さ
ん
、
特
別
講

演

「
ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
病
気

（
Ｖ
Ｐ
Ｄ
）
を
考
え
る
」
日
本
赤

十
字
社
医
療
セ
ン
タ
ー
小
児
科
顧

問
・
薗
部
友
良
先
生
▽
連
絡
先
／

東
入
間
医
師
会

264

９
５
９
２

●
毎
年
恒
例
！
む
さ
し
の
作
業
所

春
ま
つ
り
▽
４
月
23
日

カ
リ
ヨ

ン
広
場
（
大
井
サ
テ
ィ
横
）
・
30

日

文
化
の
杜
公
園
（
富
士
見
体

育
館
前
）
で
午
前
10
時
〜
午
後
２

時
30
分
ま
で
開
催
。
季
節
の
花
販

売
、
縁
日
コ
ー
ナ
ー
な
ど
。
▽
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
参
加
者
募
集
!!

▽
費
用
／
千
円
▽
募
集
期
間
／
３

月
28
日

〜
４
月
20
日

▽
連

絡
先
／
知
的
障
害
者
通
所
施
設
・

入
間
東
部
む
さ
し
の
作
業
所

252

５
２
７
０
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

／h
ttp
://w

w
w
4.ocn

.n
e.jp
/

̃m
u
sak
u
/

）

●
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
フ
レ

ー
ル
」
初
心
者
歓
迎
！
▽
当
サ
ー

ク
ル
で
は
、
男
性
女
性
二
名
の
教

師
と
会
員
が

や
さ
し
く
、
楽
し

く
、
親
切
に

指
導
レ
ッ
ス
ン
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
見
学
・
無

料
体
験
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
▽

毎
週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時
15

分
／
竹
間
沢
公
民
館
又
は
近
隣
▽

日
曜
日
／
新
座
野
火
止
公
民
館
／

基
本
（
ベ
ー
シ
ッ
ク
）
ス
テ
ッ
プ

経
験
者
コ
ー
ス
有
。
男
性
歓
迎
▽

連
絡
先
／
高
木

259

１
７
１
８

（
午
後
３
時
迄
）
お
気
軽
に
お
電

話
く
だ
さ
い
。

お
い
で
く
だ
さ
い

会
員
募
集

広
報
み
よ
し　

第
八
八
九
号　

平
成
二
十
三
年
三
月
一
日
発
行
・
広
報
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。
落
丁
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
取
り
替
え
し
ま
す
。
秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

３月１日 発行
No.889

昭和40年代後半の鎌倉街道（藤久保俣埜）

　　　　　　　　　現在の鎌倉街道

▲鎌倉街道（藤久保）　鎌倉街道とは、鎌倉時代、地方と幕府を結ぶために整えられた道のこと。その鎌倉
街道と呼ばれる道が、三芳町内には２つあります。１つは、新座市中野～三芳町竹間沢～富士見市針ヶ谷と
続く、竹間沢の古井戸地蔵のあたりで、今もその面影を感じられます。もう１つは、川越街道に並行して藤
久保を通る道で、現在では「鎌倉通り」という愛称で地域にとけ込み、交通量の多い道となっています。

目　次
転入転出の各種届出 ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥２
県議会議員選挙・町議会議員選挙、
　デザイン名刺‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥３
狂犬病予防注射‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥４
町の動き‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥５
教育だより ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥６-９

みんなのひろば‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１０-１１
ウォッチング、児童館だより‥‥‥‥‥１２-１３
お知らせ、くらしの情報、無料相談の
　お知らせ、リサイクルの広場‥‥‥‥‥‥１４-１９
アンテナ、広報クイズ、ミニひろば ‥‥２０

広 報 み よ し（ ） 

●人口と世帯（平成23年1月末）●人口／38,626人　●男／19,390人　●女／19,236人　●世帯数／15,478世帯

●３月は、第１・４土曜日午前８時30分から12時まで、開庁しています。（本庁・各出張所）

係
か
ら



広 報 み よ し（ ） 

引
越
の
季
節

●
利
用
で
き
る
人　

　

本
人
ま
た
は
同
一
世
帯
の
家
族

●
予
約
方
法

　

原
則
金
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
に
、
電
話
で
住
民
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。（
金
曜
日
が
祝
日

の
場
合
や
年
末
年
始
の
閉
庁
日
は
除
き

ま
す
。）

●
受
取
方
法

　

土
曜
日
お
よ
び
日
曜
日
の
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
に
、
役
場
地
下
１

階
の
日
直
室
で
お
渡
し
し
ま
す
。（
年

末
年
始
は
除
き
ま
す
。）

●
必
要
な
も
の　

　

本
人
を
確
認
で
き
る
も
の
（
運
転
免

許
証
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
年
金
手
帳
、
健

康
保
険
証
な
ど
）、
手
数
料
（
１
通
／

200
円
）

●
申
請
で
き
る
証
明
書

　

住
民
票
の
写
し
、
戸
籍
謄
本
・
抄
本
、

戸
籍
の
附
票
の
写
し
等（
戸
籍
関
係
は
、

本
籍
地
が
三
芳
町
の
場
合
。
そ
れ
以
外

は
、
本
籍
地
に
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。）

●
申
請
方
法

　

次
の

〜

を
同
封
の
う
え
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

 

申
請
書
…
本
籍
地
、
筆
頭
者
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
必
要
書
類
と
枚

数
、
使
用
目
的
を
明
記

返
信
用
封
筒
…
80
円
切
手
を
貼
付

 

手
数
料
…
必
要
書
類
に
要
す
る
額
の

郵
便
小
為
替

 

本
人
確
認
書
類
等
…
運
転
免
許
証
等

の
コ
ピ
ー

　

毎
月
第
１
土
曜
日
と
３
月
最
終
土

曜
日
の
午
前
８
時

分
か
ら
正
午
ま
で

は
、
役
場
１
階
窓
口
と
藤
久
保
・
竹
間

沢
出
張
所
が
開
庁
し
て
い
ま
す
。

土
曜
開
庁
の
お
知
ら
せ

　

３
月
は
転
勤
や
新
入
学
等
の
た
め
、
引
越
を
予
定
さ
れ
て
い
る
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
転
入
、
転
出

等
の
各
種
届
出
は
、
住
民
課
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
出
張
所
で
は
手
続
き
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
（
内
線
１
４
２
〜
１
４
４
）

転
入
・
転
出
・
転
居
・
世
帯
変
更
の
届
出

転
入
・
転
出
な
ど

　
　
　

各
種
届
出
が
必
要
で
す

電
話
予
約
に
よ
る

住
民
票
の
写
し
の

土
・
日
曜
日
交
付

郵
送
に
よ
る
証
明
書

等
の
申
請

「
身
分
証
明
書
」
提
示
の
お
願
い

　

各
種
証
明
書
（
住
民
票
・
戸

籍
等
）
を
申
請
す
る
際
に
は
、

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
健
康
保
険
証
、

年
金
手
帳
等
）
の
提
示
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

代
理
人
申
請
の
場
合
は
、
委

任
状
の
提
出
及
び
身
分
証
明
書

が
必
要
で
す
。

世
帯
変
更

転　

居

転　

出

転　

入
届
出
を
す
る
と
き

世
帯
主
が
変
わ
っ
た

り
、
世
帯
が
合
併
分

離
し
た
と
き

町
内
で
住
所
が

変
わ
っ
た
と
き

町
外
へ
引
越
す
る

と
き

町
内
へ
引
越
し
た

あ
と

変
更
が
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以

内 引
越
し
た
日
か
ら
14
日
以
内

新
住
所
に
移
る
前
（
14
日
前
か

ら
受
付
）

町
に
住
み
始
め
た
日
か
ら
14
日

以
内

届
出
は
い
つ
す
る
か

・
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・ 

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
（
共
に
加
入
者
の
み
、
世

帯
合
併
の
と
き
は
両
世
帯
の
保
険
証
・
受
給
者
証
）

・
印
鑑
登
録
証
、
住
基
カ
ー
ド

・
国
民
健
康
保
険
証
（
加
入
者
の
み
）

・ 

高
齢
者
受
給
者
証
、
乳
幼
児
医
療
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医

療
受
給
者
証
、
介
護
保
険
被
保
険
者
証
等
各
種
の
受
給
者

証
（
お
持
ち
の
方
）

・ 

身
障
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
手
帳
、
各
種
受
給
者
証

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
前
住
所
地
の
転
出
証
明
書

・
乳
幼
児
・
こ
ど
も
医
療
は
、
保
険
証
・
振
込
口
座

・ 

身
障
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
手
帳
・
各
種
受
給
者
証

・
後
期
高
齢
者
医
療
負
担
区
分
証
明
書

・
介
護
保
険
適
用
の
方
は
受
給
資
格
証
明
書

必 
要
な
も
の
…
印
鑑
・
身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
・
パ
ス

ポ
ー
ト
等
）

※
届
出
に
必
要
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
個
々
に
よ
り
若
干
異
な
り
ま
す
。
※
代
理
人
申
請
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

（ ）広 報 み よ し

渡
す
相
手
に
喜
び
を
与
え
る
デ
ザ
イ
ン
名
刺

あ
な
た
も
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

〜
新
し
い
デ
ザ
イ
ン
が
加
わ
り
ま
し
た
〜

　

町
で
は
、
町
の
誇
る
べ
き
景
観
・
文
化
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活
用
し
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
推
進
す

る
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
名
刺
を
作
成
し
、
販
売
し
て
い
ま
す
！

　

町
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
「
み
ら
い
く
ん
＆
の
ぞ
み
ち
ゃ
ん
」、
町
制
施
行
40
周
年
記
念
事
業
三

芳
町
を
Ｐ
Ｒ
す
る
写
真
に
選
定
さ
れ
た
島

三
雄
氏
撮
影
の
「
夜
神
楽
」、
日
本
の
里
100
選
に
選
ば
れ

た
三
芳
町
が
誇
る
旧
跡
「
三
富
開
拓
地
割
遺
跡
」
の
デ
ザ
イ
ン
名
刺
を
新
た
に
作
成
し
、
従
来
の
名
刺

デ
ザ
イ
ン
を
一
新
し
ま
し
た
！
（
な
お
、
以
前
よ
り
販
売
し
て
い
る
「
雑
木
林
」
の
デ
ザ
イ
ン
も
あ
り

ま
す
。）

　

今
回
初
め
て
デ
ザ
イ
ン
名
刺
を
知
っ
た
方
、
以
前
よ
り
デ
ザ
イ
ン
名
刺
を
使
っ
て
い
る
方
も
、
ぜ
ひ

こ
の
機
会
に
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

販
売
価
格　

100
枚
１
セ
ッ
ト　

400
円
（
名
入
れ
は
購
入
者
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
）

販
売
場
所　

総
合
政
策
課
政
策
推
進
係
窓
口

問
い
合
わ
せ　

総
合
政
策
課
政
策
推
進
係　

内
線
（
422
・
423
）

島崎三雄氏撮影の

「夜神楽」。夜神楽

の荘厳な雰囲気が

伝わってきます。

町を代表する遺跡である

「三富開拓地割遺跡」。

実際の地割遺跡を上空

から撮影しました。

町のキャラクター「みら

いくん＆のぞみちゃん」

です。相思相愛の２人

が仲良く並んでいます。

４月は統一地方選挙です
「４月10日　埼玉県議会議員一般選挙」「４月24日　三芳町議会議員一般選挙」

　

４
月
に
行
わ
れ
る
地
方
選
挙
は
、
全
国
的
に
期
日
を
統
一
し
て
実
施
す
る

こ
と
が
、
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
「
統
一
地
方
選
挙
」
と
い
い
ま

す
。
埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
と
三
芳
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
も
こ
れ
に
あ

た
り
ま
す
。
こ
の
選
挙
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
最
も
身
近
な
県
政
、
町
政
を
任

せ
る
人
を
選
ぶ
大
切
な
選
挙
で
す
。

　

主
権
者
で
あ
る
町
民
一
人
ひ
と
り
の
理
解
と
自
覚
に
よ
り
、
明
る
く
正
し
い

選
挙
を
実
現
し
ま
し
ょ
う
。問

い
合
わ
せ　

三
芳
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
内
線
403
）

（
西
第
７
区　

ふ
じ
み
野
市
の
旧
大
井

町
・
三
芳
町　

定
数
１
）

▽
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時　

３
月
７
日
　

午
後
１
時
受
付

会 

場　

埼
玉
県
川
越
地
方
庁
舎
大
会
議

室
▽ 

立
候
補
届
出
書
類
等
事
前
審
査

日
時　

３
月
17
日
　

午
前
10
時
〜

会
場　

三
芳
町
役
場
401
会
議
室

▽
立
候
補
届
出
の
受
付

日 

時　

４
月
１
日
　

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時

会
場　

三
芳
町
役
場
501
会
議
室

▽ 

投
票
日　

４
月
10
日
　

午
前
７
時

〜
午
後
８
時

▽ 

開
票
日（
即
日
開
票
）　

４
月
10
日

　

午
後
９
時
〜

会
場　

三
芳
町
役
場
３
階
会
議
室

▽
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時　

３
月
16
日
　

午
前
10
時
〜

会
場　

三
芳
町
役
場
501
会
議
室

▽
立
候
補
届
出
書
類
等
事
前
審
査

日
時　

３
月
29
日
　

午
前
10
時
〜

会
場　

三
芳
町
役
場
301
会
議
室

▽
立
候
補
届
出
の
受
付

日 

時　

４
月
19
日
　

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時

会
場　

三
芳
町
役
場
301
会
議
室

▽ 

投
票
日　

４
月
24
日
　

午
前
７
時

〜
午
後
８
時

▽ 

開
票
日
（
即
日
開
票
）
４
月
24
日

　

午
後
９
時
〜

会
場　

三
芳
町
役
場
３
階
会
議
室

埼
玉
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

三
芳
町
議
会
議
員
一
般
選
挙



町 の
動 き
町政のさまざま
な動きをお知ら
せします。

　犬の飼い主には、「犬の登録をすること」と「犬に毎年１

回狂犬病予防注射を受けさせること」が狂犬病予防法により

義務付けられています。

　狂犬病は、人を含めたほ乳類に感染し、発症すれば治療法はな

く、死亡率はほぼ100％です。狂犬病は世界中のほとんどの国や

地域で発生し、毎年５万人以上が狂犬病で死亡しています。日本

は、昭和32年以降狂犬病の発生はありませんが、これは狂犬病予

防法によりすべての飼い犬に狂犬病予防注射が義務づけられた成

果です。海外から狂犬病を侵入させないためにも飼い犬には必ず

年１回の狂犬病予防注射を受けさせましょう。

　町では、多くの飼い犬に狂犬病予防注射を受けていただくた

めに、左表のとおり集合狂犬病予防注射を実施いたします。三芳

町内で犬をお飼いの方は、お近くの会場で狂犬病予防注射を飼い

犬に受けさせてください。会場では、狂犬病予防注射だけではな

く、犬の登録も同時に受け付けますので、まだ犬の登録をしてい

ない場合は、この機会に登録を済ませてください。また集合狂犬

病予防注射は、雨天でも実施いたします。

　なお、都合により下図の会場で飼い犬に狂犬病予防注射を受

けさせられない場合は、必ず動物病院で獣医師より狂犬病予防注

射を受けてください。その後、動物病院が発行する「注射済証明

書」を環境産業課環境対策係窓口に持参し、注射済票の交付を受

けてください。

●集合狂犬病予防注射に関してのお願い及び注意点

　　　　　　　　　

集合狂犬病予防注射のお知らせ

●日時・会場

期　日 時　間 会　場

４月25日
10：00～11：30 上富第１区集会所

13：00～14：30 中央公民館駐車場

４月26日
９：30～11：30 北永井第２区集会所

13：00～14：30 藤久保第２区集会所

４月27日

９：30～10：30 藤久保第３区第１集会所

11：00～12：00 藤久保第４区第２集会所

13：20～14：30 竹間沢第１区集会所

＊各会場については、地図を参照してください。

竹間沢第１区集会所

藤久保第４区第２集会所

藤久保第３区第１集会所

藤久保第２区集会所

北永井第２区集会所

上富第１区集会所

中央公民館駐車場

●手数料（１頭につき）

◇登録済の犬の場合

登録料 注射料 注射済票代 合　計
　  0円 2,750円 550円 3,300円

◇未登録の犬の場合

登録料 注射料 注射済票代 合　計
3,000円 2,750円 550円 6,300円

広 報 み よ し（ ） 

犬の飼い主のみ
なさんへ

 犬の体を清潔にし、犬の首輪が抜けないよ

うにして、必ず犬をおさえられる人が連れ

てきてください。

体調に異常のある犬は、必ず事前に申し出

　てください。

 獣医師による問診で、注射を見合わせるこ

とがありますのであらかじめご了承くださ

い。

 １ヶ月以内に他の予防注射を受けた犬は注 

射を受けられませんのでご注意ください。

 海外に犬を連れて行く予定のある方、また

は既にマイクロチップを装着されている方

は、注射の前に必ず申し出てください。

 まれに注射による副作用が起こる場合があ

ります。注射に際しては犬の体調に十分留

意してください。

 他市区町村より転入した犬（登録済の犬に

限る）が注射を受ける場合、事前に鑑札を

持参のうえ環境産業課環境対策係の窓口で

登録事項変更の届出をしてください。

 犬の登録に変更があったとき（犬の所有者

が変わった・犬の所在地が変わった・飼い

犬の住所が変わった）は、町への登録事項

変更届出が必要です。

 犬が死亡したときは、町への死亡届が必要 

です。（電話連絡可）

問い合わせ　環境産業課

（内線262）　FAX274 1053

（ ）町 の 動 き

▽
七
〇
〇
〇
円
／
一
月
三
十
一
日

　

Ａ
Ｓ
Ａ
つ
る
せ
中
央

（
愛
の
福
祉
基
金
と
し
て
）

　
　
　

│
│
│
│ 

社
会
福
祉
協
議
会

▽
七
〇
〇
〇
円
／
十
二
月
二
十
七
日

　

Ａ
Ｓ
Ａ
つ
る
せ
中
央

▽
三
八
五
一
円
／
一
月
六
日

　

荻
島
詔

▽
六
万
一
六
九
八
円
／
一
月
十
二
日

　

弦
巻
一
枝

▽
一
万
円
／
一
月
十
三
日

　

木
村
屋
総
本
店
「
さ
く
らB

ak
ery

」

▽
一
万
円
／
一
月
十
四
日

　

三
芳
町
赤
十
字
奉
仕
団

▽
九
一
八
四
円
／
一
月
十
七
日

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
募
金
箱

▽
一
五
〇
〇
円
／
一
月
二
〇
日

　

匿
名

▽
五
〇
〇
〇
円
／
一
月
二
十
四
日

　

高
大
・
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ

　

社
会
福
祉
協
議
会
に
、
次
の
寄
附
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
貴
重
な
財
源
と
し

て
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

善
意
の
寄
附
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

三芳町災害時要援護者避難支援プラン パブリック・コメントの募集

　町では、「災害時要援護者避難支援プラン」の策定作業を、関係機関と調整しながら

進めています。この度、全体計画の素案がまとまりましたので、広く住民の皆様からご

意見を募集いたします。

　いただいたご意見は、最終的な決定における参考とさせていただきます。

意見募集の対象

　三芳町災害時要援護者避難支援プラン全体計画（素案）

募集期間

　３月１日 ～３月30日

意見募集の方法

　 素案は、期間中、町ホームページで閲覧できます。また、役場２階地域振興課、各公民 

館、図書館、歴史民俗資料館でも閲覧できます。所定の様式により、提出してください。

　詳しくは、町ホームページまたは地域振興課にお問い合わせください。

問い合わせ　地域振興課（内線265・266）FAX274－1053

　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入

しなければなりません。

　しかし、学生の方は一般的に所得が少ないため、

本人の所得が一定額以下の場合、国民年金保険料の

納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。

　対象となる学生は、学校教育法に規定する大学

（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、

専修学校及び各種学校（修業年限１年以上である課

程）、一部の海外大学の日本分校に在学する方です。

また夜間・定時制課程や通信制課程の方も含まれま

すので、ほとんどの学生の方が対象となります。

　学生納付特例の承認期間は４月から翌年３月まで

となりますが、次の年度も在学予定である場合、４

月始めに再申請の用紙が送られてきますので、引き

続き学生であれば、必要事項を記入の上ご返送くだ

さい。

　また、学生でない30歳未満の方の場合には、本人

及び配偶者の所得が一定額以下の場合に、国民年金

保険料の納付が猶予される「若年者納付猶予制度」

があります。

　これらの制度の申請を行わず、保険料を未納のま

まにしておくと、不慮の事故などにより障害が残った

場合に、障害年金を受けることができなくなります。

　なお、承認された期間は老齢基礎年金を受け取る

ために必要な期間に算入されますが、年金額には反

映されません。就職などで、収入が得られるように

なった場合は、将来受け取る年金を増額するため、

10年以内であれば、保険料を納めることができる

「追納制度」を利用されることをお勧めします。

　詳しくは、お住まいの市町村役場の国民年金担当

窓口、またはお近くの年金事務所国民年金担当課ま

でお問い合わせください。

問い合わせ　住民課保険年金係（内線156）FAX274－1101

ご存知ですか？ 「学生納付特例制度」と「若年者納付猶予制度」

国民年金



　

本
校
で
は
、
三
芳
町
教
育
委
員
会
の
学
校
研
究
委
嘱
を
受
け
「
地

域
に
根
ざ
し
た
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
実
践
」
を
主
題
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
前
年
度
の
主
題
で
あ
る
「
郷
土

三
芳
町
を
愛
す
る
生
徒
の
育
成
」
を
踏
ま
え
、
地
域
を
知
り
、
地
域

の
方
と
の
交
流
を
実
践
す
る
た
め
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
活
用

し
、
生
徒
た
ち
が
地
域
へ
出
て
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
生
徒
が
地
域
の
方
々
と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に
す
る
姿
勢
を
持

て
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
重
要
な
柱
と
し
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
生

徒
た
ち
は
こ
の
取
り
組
み
を
通
じ
、
指
導
者
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
施

設
や
事
業
所
等
の
多
く
の
人
と
接
す
る
中
で
、
自
分
が
い
か
に
多
く

の
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
か
を
体
感
し
、
三
芳
町
を
よ
り
深
く
知
り
、

本
校
の
目
指
す
生
徒
像
で
あ
る
『
格
好
い
い
中
学
生
』
へ
と
成
長
し

て
い
ま
す
。

≪グループ研究≫
◆藤久保小学校【算数科】視聴覚機器を活か
した算数科指導法の研究
◆三芳中学校【社会科】歴史的分野を中心
に、授業に生かす地域資料の教材化
◆三芳東中学校・藤久保中学校【国語科】
「話すこと・聞くこと」の実践～課題にそっ
て設定時間に合わせて話すことの大切さ～
≪個人研究≫
◆藤久保小学校【社会科】地域素材を生かし
た社会科歴史学習の研究
◆三芳東中学校【技術家庭科】「関心・意
欲・態度」を育てるガイダンス授業の研究
◆三芳東中学校【社会科】ICTを活用した社
会科の授業の展開

平
成

年
度
三
芳
町
教
育
委
員
会

研
究
委
嘱
校
研
究
報
告

〜
豊
か
な
知
性
と
感
性
を
育
む
三
芳
教
育
〜

　

教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
、
学
校
・
グ
ル
ー
プ
・
個
人

に
係
る
研
究
を
委
嘱
し
、
学
校
教
育
の
充
実
に
努
め
て
い
ま

す
。
各
学
校
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
よ
り
よ
い
授
業

を
目
指
し
、
指
導
の
工
夫
・
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
研
究
委
嘱
校
５
校
よ
り
各
学
校
で
の
研
究

状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課
（
内
線
５
２
１
・
５
２
２
）

グループ･個人研究報告

三芳中学校

　

本
校
で
は
、
平
成
21
年
度
入
間
地
区
国
語
教
育
研

究
会
、
平
成
20
・
21
・
22
年
度
三
芳
町
教
育
委
員
会

の
委
嘱
を
受
け
「
確
か
な
読
み
の
力
を
育
て
る
国
語

科
の
指
導
」
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

「
確
か
な
読
み
の
力
」
に
つ
い
て
は
、
「
基
礎
基

本
を
お
さ
え
、
学
習
内
容
を
明
確
に
し
、
的
確
な
指

導
・
支
援
を
し
て
確
か
な
読
み
の
力
を
育
て
る
」
と

の
共
通
理
解
に
基
づ
き
、
授
業
を
実
践
し
て
き
ま
し

た
。
そ
の
上
で
、
授
業
作
り
の
３
つ
の
視
点
を

読

み
取
る
内
容

読
み
取
り
方

表
現
・
叙
述
の
確
認

と
定
め
、
１
時
間
の
授
業
の
中
に
読
む
こ
と
、
話
す

こ
と
、
書
く
こ
と
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
入
れ
、
書

く
時
間
を
十
分
に
取
り
、
言
語
活
動
の
充
実
を
図
り
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
児
童
は
、
自
分
の
考
え
を
叙
述
に
即
し
て
読
み
取
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
、
し
っ
か
り
発
表
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
教
師
は
児
童
の

学
ぶ
内
容
を
し
っ
か

り
と
お
さ
え
、
発
問

や
指
示
を
明
確
に
し

た
授
業
の
シ
ナ
リ
オ

を
作
成
し
て
授
業
を

展
開
し
た
結
果
、
指

導
力
の
向
上
が
図
れ

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
本
研

究
を
進
め
て
い
き
学

校
教
育
目
標
「
や
さ

し
く　

か
し
こ
く　

つ
よ
い
子
」
の
具
現
化

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

藤久保小学校

　

本
校
で
は
、
平

成
21
・
22
年
度
、

三
芳
町
教
育
委
員

会
の
委
嘱
を
受
け
、

国
語
の
研
究
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。

研
究
主
題
「
ま
な

び
合
い
の
教
育
を

推
進
す
る
教
育
課

程
の
研
究
」
副
題

「
伝
え
合
う
力

の
育
成
を
目
指
し

て
」
を
掲
げ
、
子

ど
も
た
ち
が
学
校

生
活
に
お
い
て
、
伝
え
合
う
活
動
に
力
点
を
置
き
、
互
い
の
立
場
や

考
え
を
尊
重
し
、
言
語
を
と
お
し
て
円
滑
な
人
間
関
係
を
築
く
力
を

育
て
た
い
と
考
え
、
研
究
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
は
、
新
学
習
指
導
要
領
で
示
さ
れ
て
い
る
『
言
語
に
関

す
る
能
力
を
高
め
て
い
く
』
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
「
伝
え
合
う
力
」
を
重
視
し
た
教
育
課
程
を

編
成
し
、
指
導
の
中
で
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

の
実
践
的
な
表
現
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。

　

自
分
の
考
え
を
深
め
た
り
表
現
し
た
り
、
相
手
の

考
え
を
理
解
し
た
り
し
な
が
ら
「
伝
え
合
う
」
喜
び

が
味
わ
え
る
児
童
を
育
て
た
い
と
願
い
、
授
業
の
中

に
、
意
欲
的
に
互
い
が
関
わ
る
場
を
組
み
入
れ
る
こ

と
で
、
基
礎
・
基
本
を
身
に
つ
け
、
他
者
と
の
関
わ

り
の
中
か
ら
自
ら
を
高
め
て
い
く
と
い
う
、
「
ま
な

び
合
い
の
教
育
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

三芳小学校

　

本
校
は
「
伝
え
・
学
び
・
深
め
合
う
児
童
の
姿
」
を
め
ざ
し
て
、

学
校
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

国
語
科
の
指
導
で
は
、
確
か
な
読
み
の
力
を
育
て
る
た
め
に
、
わ

か
る
授
業
を
工
夫
し
ま

し
た
。
ま
ず
、
「
授
業
規

律
・
学
習
の
約
束
」
を
学

校
全
体
で
徹
底
し
、
「
す

ら
す
ら
音
読
す
る
力
」

「
課
題
に
沿
っ
て
読
み
を

深
め
て
い
く
力
」
を
育
成

し
ま
し
た
。
そ
の
手
立
て

と
し
て
、

一
人
読
み

グ
ル
ー
プ
内
で
伝
え
合
う

よ
り
よ
い
も
の
を
学
び
と
る

ク
ラ
ス
全
体
で
発
表
し
合
い
深
め
る

と
い
う
学
習
形
態
で
全
学
級
が
授
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
教
師
の
指
導
力
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
児
童
の
課
題
に

沿
っ
て
読
み
を
深
め
て
い
く
力
が
身
に
付
い
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
「
授
業
規
律
・
学
習
の
約
束
」
の
徹

底
に
よ
り
、
「
聞
く
こ
と
・
話
す
こ
と
」
の
力
が
身

に
付
き
、
「
聞
く
こ
と
が
楽
し
い
・
話
す
こ
と
が
楽

し
い
」
と
感
じ
る

児
童
が
増
え
ま
し

た
。
そ
れ
と
と
も

に
、
「
わ
か
る
・

楽
し
い
・
次
も
が

ん
ば
ろ
う
」
と
い

う
学
習
意
欲
が
向

上
し
ま
し
た
。

唐沢小学校

　

本
校
で
は
、
昨

年
度
よ
り
『
ふ
る

さ
と
を
愛
し
ふ
る

さ
と
で
学
ぶ
、
健

康
で
た
く
ま
し
い

竹
間
沢
小
学
校
児

童
の
育
成
』
を
研

究
テ
ー
マ
に
掲
げ

て
学
校
研
究
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

来
年
度
か
ら
全
面

実
施
さ
れ
る
新
学

習
指
導
要
領
の
趣

旨
を
踏
ま
え
、
子

ど
も
た
ち
の
『
生

き
る
力
』
を
育
成

す
る
た
め
に
、
教
育
計
画
を
見
直
し
、
授
業
の
効
率
化
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
本
校
は
以
前
か
ら
『
よ
り
よ
い
人
間
関
係
作
り
』
の
研

究
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
こ
の
研
究
が
現
在
実
を
結

び
、
子
ど
も
た
ち
は
教
室
で
自
分
の
意
見
が
言
え
た

り
、
友
だ
ち
の
考
え
に
共
感
で
き
た
り
す
る
優
し
い

気
持
ち
が
育
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
研
究
を
基
礎
と
し
て
、
日
課
表
や
行
事
の
見

直
し
を
行
い
、
教
師
と
子
ど
も
た
ち
が
ふ
れ
合
う
時

間
を
増
や
し
ま
し
た
。
来
年
度
か
ら
は
授
業
の
時
間

数
も
増
加
し
、
授
業
の
展
開
の
し
か
た
に
も
工
夫
が

必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
本
校
で
は
授
業
研
究
会
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
よ

り
よ
い
授
業
づ
く
り
の
研
修
を
重
ね
、
『
生
き
る
力
』

の
育
成
の
た
め
に
研
究
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

竹間沢小学校

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り



広 報 み よ し（ ） （ ）広 報 み よ し

中央図書館　 ２５８-６４６４
火～金 １０：００～１９：００　土、日 １０：００～１８：００
竹間沢分館　 ２７４-１７２２
火～日 １１：００～１８：００

〈中央図書館〉
ぐりぐらタイム（絵本・紙芝居・手遊び・本の紹介）
第１･３金曜日（保護者同伴）－当日参加－

～ 　 ヶ月～１歳
～ 　２・３歳～（保護者同伴）

　　第 ･ 火曜日 ～ ３～８歳
 としょかん・くらぶ

（講師の読み聞かせと司書のブックトーク）
　 ～ 　１～６年生
　※３月は合同終了式です。
おはなしはじめのいっぽ
　 ～覚えてみたい楽しいお話がいっぱい～（小さい 
お話〈語り〉、手遊び、わらべうた）－当日参加－
　 ～ 　語りに興味のある方、聞くだ
　けの方、どなたでも（赤ちゃん連れＯＫ）
〈竹間沢分館〉（絵本・紙芝居・手遊び等）

～ 　６か月～３歳
※保護者同伴

◆スイミーおはなし会（第2水曜日）
　 ～ 　 歳～小学生
【地域文庫のお知らせ】
　　（児童書の貸出、お話会など。）
つくし文庫‥３月19日 、10：00～12：00
　　　場所／上富１区第１集会所にて
あらた文庫‥毎火曜日　15：30～ 18：00
　　　場所／荒田自宅にて
　　　（藤久保 536 － 4　三芳東中学校近く）

３月 の 予 定

◆

日 月 火 水 木 金 土

休

休

休

休 休

このコーナーでは「スポーツと健康」をテーマに、
様々な役立つ情報をみなさんにお届けします。

問い合わせ　総合体育館　 258-0311
　冬も終わりに近づき、暖かい春がすぐそこまで来ています。3号続けての「冬太りの解消法」、最後は入浴法についてです。
　冬太りの原因の一つとして、女性の2人に1人は悩んでいると言われる「冷え性」。体の冷えはむくみから始まっています。
毎日シャワーで済ませるのではなく、ちゃんとお風呂に浸かって汗をかき体内にたまっていた余分な水分や老廃物を排泄するこ
とで、むくみの解消、冷え対策につながってきます。
　１日１回ゆっくりリラックスできる自分だけのお風呂の時間を楽しんでもらうために、4つのポイントを紹介します。
お風呂の前にコップ1杯の水を飲む…より汗をかきやすく、余分な水分や老廃物を押し出すことができます。
～ ℃くらいのぬるめの温度に設定する…あまり高い温度だと、心臓に負担をかけたりのぼせたりすることがあるた

め、ぬるめのお風呂の方が、リラックス効果があります。
分以上つかる（数回に分けて入ってもＯＫ）…体を芯から温めて汗をかくには、胸から上が出るように20分以上つかる

ことが大切です。ただし、体調がすぐれない時などは無理をしないようにしてください。
お風呂の後の水分補給を忘れずに…20分以上入浴すると、自分が思っている以上に汗を
かいています。しっかり水分補給してあげましょう。
　ちなみに、個人差はありますが、30分の入浴で約90kcalを消費します。
　入浴することによって免疫力も高まると言われています。花粉症対策にもつながり、春
が待ち遠しいですね。

4月より子供向けのプログラムが充実します！
4～6月のスケジュール

クラス フットサル教室 J-POP体操・J-MIXダンス 親子ビクス

内　容
年齢に応じたサッカー・フットサルの技術
を習得し、かつ基礎体力、協調性を身につ
けます。

音楽に合わせて体を動かし、リズム
感、表現力を養い、かつ基礎体力、
協調性を身につけます。

乳幼児が初めて運動に触れる機会
として、親子で一緒に身体を動か
します。

日　程

４/６,13,20,27
５/４,11,18,25
６/１,８,22,29（15日はお休み）
毎週水曜日（月４回）

無料体験会（予約不要）：３/15,22
４/５,12,19,26・５/10,17,24,31・
６/７,14,21,28（５/３はお休み）
毎週火曜日（３ヶ月12回）

４/12,19,26（５日はお休み）
５/３,10,17,24,31
６/７,14,21,28
毎週水曜日（３ヶ月12回）

時　間
16：00～17：00　U-8クラス（幼稚園児～8才）
17：10～18：10　U-10クラス（10才以下）
18：20～19：20　U-12クラス（12才以下）

16：00 ～ 16：50　
　J-POP 体操（３～７才）
17：00～17：50
　J-MIXダンス（６～12才）

10：00～11：00
　　ひよこクラス（１～２才）
11：00～12：00
　　こっこクラス（２～４才）

場　所 アリーナ 武道場 武道場

料　金 １ヶ月3,800円 ３ヶ月7,500円 ３ヶ月6,000円

受付開始 ３月15日 10：00より ３月23日 10：00より ３月22日 10：00より

・総合体育館に直接来館、もしくは電話（ 258－0311）にてお申し込みください。
・それぞれ定員までの先着順となります。
・親子ビクスは継続申込の方が優先となります。

　　

３
月
は
、
三
芳
町
立
小
中
学
校
に
通

う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
一
年
の
ま

と
め
を
す
る
月
で
あ
る
と
同
時
に
、
新

し
い
世
界
へ
と
一
歩
踏
み
出
す
た
め
の

大
切
な
節
目
の
月
で
も
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
そ
の
こ
と
を
強
く
実

感
す
る
の
が
、「
卒
業
生
を
送
る
会
」
や

「
卒
業
式
（
卒
業
証
書
授
与
式
）
」
で
す
。

　

「
６
年
生
を
送
る
会
」
は
、
こ
の
時

期
に
町
内
各
小
学
校
で
開
か
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
竹
間
沢
小
学
校
の
様
子

を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

１
年
生
か
ら
５
年
生
が
待
ち
受
け
る

体
育
館
に
６
年
生
が
入
場
し
ま
す
。
入

場
時
の
伴
奏
を
聴
い
て
６
年
生
は
、
ハ

ッ
と
し
ま
す
。
そ
う
で
す
。
５
年
生
が

奏
で
る
入
退
場
時
の
伴
奏
曲
は
、
６
年

生
に
と
っ
て
想
い
出
の
曲
、
運
動
会
等

で
披
露
し
た
鼓
笛
隊
の
曲
だ
か
ら
で
す
。

５
年
生
が
、
こ
の
日
の
た
め
に
猛
特
訓

し
て
、
６
年
生
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を

込
め
て
演
奏
し
て
い
る
の
で
す
。

　

少
し
は
に
か
ん
だ
よ
う
な
表
情
を
浮

か
べ
て
、
６
年
生
が
着
席
し
ま
し
た
。

さ
ぁ
、
い
よ
い
よ
「
６
年
生
を
送
る

会
」
の
開
幕
で
す
。

　

か
わ
い
い
在
校
生
か
ら
の
出
し
物
が

続
き
ま
す
。

　

６
年
間
の
成
長
を
寸
劇
仕
立
て
に
し

て
発
表
す
る
学
年
。
６
年
生
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
み
ん
な
で
朗
読
す
る
学
年
。

竹
間
沢
小
学
校
で
は
、
音
読
の
指
導
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
身
に
つ

け
た
力
が
、
こ
の
よ
う
な
場
面
で
も
、

発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

「 

そ
う
そ
う
、
そ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
た

っ
け
な
ぁ
。
」

「 

１
年
生
は
か
わ
い
い
な
ぁ
。
自
分
も

あ
ん
な
と
き
が
あ
っ
た
の
か
な
ぁ
。」

　

６
年
間
の
小
学
校
生
活
を
思
い
出
し
、

感
慨
に
ふ
け
っ
て
い
る
こ
と
が
表
情
か

ら
も
わ
か
り
ま
す
。

　

恒
例
と
な
っ
て
い
る
４
年
生
の
出

し
物
。
竹
間
沢
小
学
校
で
、
毎
年
４
年

生
が
運
動
会
で
披
露
し
て
い
る
「
ロ
ッ

ク
・
ソ
ー
ラ
ン
」
の
演
技
で
す
。
激
し

い
リ
ズ
ム
に
乗
っ
て
、
大
き
く
体
を
動

か
す
こ
の
踊
り
は
、
６
年
生
に
と
っ
て

も
大
好
き
で
想
い
出
深
い
踊
り
で
す
。

自
然
と
６
年
生
の
身
体
も
音
楽
に
合
わ

せ
て
動
き
出
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
在
校
生
か
ら
６
年
生
に
「
寄

せ
書
き
」
が
贈
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
に
は
、１

年
間
、
縦
割
り
班
（
１
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
子
ど
も
で
構
成
す
る
異
年
齢
集

団
）
で
一
緒
に
活
動
し
た
下
級
生
か
ら
の
、

感
謝
の
気
持
ち
が
綴
ら
れ
て
い
ま
す
。

「 

こ
ろ
ん
で
な
い
て
い
る
と
き
、ほ
け
ん
し
つ

へ
つ
れ
て
い
っ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。」

「 

わ
た
し
た
ち
も
、
み
な
さ
ん
の
よ
う

な
６
年
生
に
な
り
ま
す
。
」

「 

中
学
校
へ
行
っ
て
も
、
が
ん
ば
っ
て

く
だ
さ
い
。
」

　

楽
し
か
っ
た
「
６
年
生
を
送
る
会
」

も
、
終
了
の
時
が
来
ま
し
た
。
寄
せ
書

き
を
手
に
退
場
す
る
６
年
生
の
表
情
か

ら
は
、
次
の
世
界
へ
歩
み
だ
す
決
意
の

よ
う
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

在
校
生
か
ら 

感
謝

と
い
う
名
の

勇
気
を
も
ら
い
、
次
の
世
界
へ
進
ん

で
い
く
卒
業
生
。
心
の
バ
ト
ン
パ
ス
を

す
る
場
所
が
、
「
卒
業
生
を
送
る
会
」

で
あ
り
「
卒
業
式
（
卒
業
証
書
授
与

式
）
」
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

教育トピックス

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
　
　
　
　

〜
卒
業
生
を
送
る
会
〜

教 育 だ よ り（ ） （ ）教 育 だ よ り

図
書
館
の
本
棚
よ
り　

「
桜
」
の
本　

別
置
紹
介
中

【
一
般
書
】
『
日
本
一
の
桜
』
（
講
談
現
代
新
書
）

筒
丸
谷
馨 

著

講
談
社　

二
〇
一
〇
年
三
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
Ｓ
４
７
９

　

平
安
・
鎌
倉
時
代
に
西
行
が
詠
ん
だ
桜
の
歌

は
約
二
百
首
。
日
本
人
に
と
っ
て
桜
は
た
だ
の

花
木
で
は
な
い
。
そ
の
桜
を
育
て
手
入
れ
す
る

「
桜
守
」
、
伝
説
の
一
本
桜
、
名
桜
地
な
ど
、

桜
列
島
を
く
ま
な
く
解
説
紹
介
。

【
一
般
書
】『
日
本
桜
の
名
所
１
０
０
選
（
見
直
し
た
い
日
本
の
「
美
」）』

主
婦
の
友
社　

二
〇
一
〇
年
三
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
２
９
１
ニ
ホ

　

北
海
道
か
ら
九
州
・
沖
縄
ま
で
、
「
財
団
法

人
日
本
さ
く
ら
の
会
」
が
選
定
し
た
桜
の
名
所

１
０
０
選
を
写
真
と
と
も
に
紹
介
す
る
。
品
種

名
・
桜
の
見
頃
・
ア
ク
セ
ス
・
問
い
合
わ
せ
先

な
ど
の
デ
ー
タ
も
掲
載
さ
れ
便
利
。

【
児
童
書
】
『
さ
く
ら
』
（
か
が
く
の
と
も
絵
本
）

長
谷
川
摂
子 

文　

矢
間
芳
子 

絵
・
構
成

福
音
館
書
店 

二
〇
一
〇
年
二
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

児
童
Ｔ
Ｅ
ピ
ン
ク

　

わ
た
し
は
さ
く
ら
の
木
。
春
に
は
花
を
咲
か

せ
、
花
が
散
っ
た
後
に
は
、
葉
っ
ぱ
の
赤
ち
ゃ

ん
が
出
て
き
ま
す
…
。
一
本
の
桜
の
木
が
自
分

の
一
年
の
ド
ラ
マ
を
語
る
。
美
し
い
細
密
画
と

耳
に
優
し
い
文
章
が
心
に
響
く
。

【
一
般
書
】『C

H
E
R
R
Y
 B
L
O
S
S
O
M
S
 o
f K
Y
O
T
O

（
京
桜

－

英
文
版

－

）』

講
談
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
株
式
会
社　

水
野
秀
比
古
他 

撮
影

講
談
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

　
　
　
　
　
　
　

二
〇
〇
九
年
三
月
初
版
発
行

請
求
記
号　

一
般
Ｙ
７
４
８

　

外
国
か
ら
の
お
客
様
に
京
桜
を
紹
介
し
た
い

と
き
に
は
こ
の
本
を
。
京
都
御
苑
、
高
瀬
川
、

平
野
神
社
、
北
野
天
満
宮
な
ど
、
京
都
の
48
の

桜
の
名
所
を
美
し
い
写
真
で
紹
介
し
、
巻
末
に

日
英
２
カ
国
語
地
図
が
付
く
。

　
「
屋
根
屋
」「
大
工
」「
竹
籠
屋
」
…

こ
れ
ま
で
の
「
技
の
文
化
財
」
で
は
、

専
業
と
し
て
の
職
人
仕
事
や
農
閑
期
に

行
う
賃
稼
ぎ
の
仕
事
に
携
わ
っ
た
人
々

と
そ
の
様
子
に
つ
い
て
紹
介
し
て
き
ま

し
た
。
連
載
に
あ
た
り
、
そ
の
技
術
を

今
に
伝
え
て
き
た
方
々
を
中
心
に
お
話

を
伺
っ
て
き
ま
し
た
が
、
数
代
前
に
辞

め
て
し
ま
っ
た
仕
事
に
つ
い
て
も
三
芳

の
歴
史
を
知
る
情
報
と
し
て
聞
き
取
り

を
行
う
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
仕

事
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
、
ど
こ
の
家

で
行
わ
れ
て
き
た
の
か
を
調
査
す
る
時

に
手
掛
か
り
と
な
る
の
が「
屋
号
」で
す
。

　

屋
号
は
家い
え
な名
と
も
言
わ
れ
、
そ
の
家

の
状
態
や
初
代
の
名
前
、
出
身
地
な
ど

を
も
と
に
し
た
も
の
が
多
く
、
村
に
お

け
る
個
々
の
家
の
通
称
と
い
え
ま
す
。

そ
の
中
に
は
、
す
で
に
そ
の
職
業
を
辞

め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
も

な
お
、
そ
の
当
時
の
呼
び
名
が
通
称
と

し
て
残
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば「
酒
屋
」・「
ア
メ
屋
」・「
豆
腐
屋
」

な
ど
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
商
売
を
し
て

い
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
屋
号
と
な
っ
た

も
の
で
、
そ
の
当
時
を
知
る
人
は
、「
豆

腐
の
お
か
ら
を
よ
く
も
ら
い
に
行
っ
て

食
べ
た
も
ん
だ
よ
」
と
懐
か
し
そ
う
に

話
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、「
藍あ
い
や屋

」・「
紺こ

う
や屋

」・「
機は

た
や屋

」

な
ど
、
そ
の
当
時
の
主
要
な
産
業
を
示

す
屋
号
も
あ
り
ま
す
。
江
戸
時
代
の
終

わ
り
か
ら
明
治
時
代
ま
で
、
三
芳
は
藍

染
め
で
使
わ
れ
る
藍
の
一
大
生
産
地
で

し
た
。
藍
屋
は
、
農
家
か
ら
乾
燥
し
た

藍
の
葉
を
買
い
取
り
、
こ
れ
を
甕
の
中

に
入
れ
て
水
を
加
え
な
が
ら
発
酵
さ
せ
、

発
酵
し
た
藍
を
臼
で
つ
き
な
が
ら
丸
め

た
藍
玉
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し

て
紺
屋
は
、
そ
の
藍
玉
を
原
料
と
し
て

行
う
染
物
屋
の
こ
と
で
、
藍
玉
を
染
料

に
加
工
し
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
時
間
と

技
術
を
必
要
と
し
ま
し
た
。
機
織
り
の

仕
事
が
増
え
る
農
閑
期
に
は
糸
の
需
要

が
高
く
、
糸
染
め
は
冬
場
が
特
に
忙
し

か
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

機
織
り
は
、
明
治
か
ら
大
正
期
に
か

け
て
の
女
性
の
仕
事
の
一
つ
で
し
た
。

明
治
時
代
初
期
の
北
永
井
村
や
藤
久
保

村
の
様
子
に
つ
い
て
書
か
れ
た
資
料
に

よ
る
と
、「
女
は
耕
こ
う
し
ょ
く
よ
う
さ
ん

織
養
蚕
を
専
ら
と

す
」
と
あ
り
、
農
業
の
傍
ら
機
織
り
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
所
沢
の
地
場
産
業
だ
っ
た
「
所
沢

絣か
す
り」
や
平
織
の
縞
物
・
白
無
地
な
ど

の
反
物
が
主
に
織
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
家
で
手
内
職
と
し
て
織
る

場
合
と
、
多
く
の
織し

ょ
っ
き機

を
置
い
て
織
ら

せ
る
機
屋
が
あ
り
、
機
屋
で
は
織
機
を

二
十
か
ら
二
十
五
台
置
い
て
、
近
所
は

も
ち
ろ
ん
の
事
、
中
に
は
東
北
方
面
か

ら
来
た
機
織
り
娘
を
雇
い
、
忙
し
い
と

き
に
は
ガ
ス
灯
を
灯
し
て
夜
遅
く
ま
で

織
っ
た
と
言
い
ま
す
。

　

地
名
な
ど
の
整
理
が
な
さ
れ
、
昔
な

が
ら
の
字あ
ざ
な名
が
消
え
て
し
ま
う
こ
と
が

多
々
あ
る
中
、
屋
号
は
そ
の
家
の
事
柄

を
示
す
だ
け
で
な
く
、
当
時
の
様
子
を

伝
え
て
く
れ
る
重
要
な
情
報
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。（
終
）

第
十
二
回　

屋
号



健
康
百
科　
　

◎
原
稿
募
集
中
…
●
ア
イ
ド
ル
●
こ
ん
に
ち
は
！ 

サ
ー
ク
ル
等 

お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

あ
て
先

〒
３５４-

８
５
５
５ 

三
芳
町
大
字
藤
久
保 

１
１
０
０
番
地
１
三
芳
町
役
場 

秘
書
広
報
室
秘
書
広
報
係

２５８-

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）　

　
　
　

  

２７４-

１
０
５
４

桃
　

バ
ラ
科
モ
モ
属
。
原
産
は
中
国
で
、
見
ご
ろ

は
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
頃
。
花
を
賞
す
る

花
モ
モ
と
、
実
を
収
穫
す
る
た
め
に
栽
培
す
る

実
モ
モ
と
が
あ
り
、
品
種
は
か
な
り
多
い
。

ー  

こ
ぴ
す
ク
ラ
ブ
第
一
回
公
演  

ー

音
楽
劇　

マ
イ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン

出
演
は
、
こ
ぴ
す
ク
ラ
ブ
２
０
１
１ 

＋ 

Ｇ

－

Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
ｅ
ｔ
ｓ

と
び
っ
き
り
楽
し
く
て
、
あ
っ
た
か
い
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
♪

　
　

【
公
演
日
】
３
月
21
日
（
祝
・
月
）　

　
　
　
　
　
　
　

開
演
／
午
後
２
時
（
開
場
／
午
後
１
時
30
分
）

　
　

【
会　

場
】
コ
ピ
ス
み
よ
し
（
ホ
ー
ル
）

　
　

【
入
場
料
】
自
由
席　

５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い

・
三
芳
町
文
化
会
館
（
コ
ピ
ス
み
よ
し
）

259

３
２
１
１

・
み
ず
ほ
台
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル　

Ａ
Ｇ
プ
ラ
ザ
４
階

　

255

３
２
６
８
（
み
ず
ほ
台
駅
西
口
ロ
ー
タ
リ
ー
沿
い
）

・
チ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ダ
イ
エ
ー
三
芳
店
内

　

259

９
５
８
７
（
鶴
瀬
駅
か
ら
徒
歩
５
分
、ダ
イ
エ
ー
一
階
）

　
　
　
新
た
な
音
色
と
出
会
え
る
！　

口
笛
コ
ン
サ
ー
ト

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
に
多
数
出
演
、
有
名
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
も
共
演

し
て
い
る
口
笛
奏
者
の
高
橋
一
眞
が
コ
ピ
ス
み
よ
し「
口
笛
教
室
」

受
講
者
と
共
演
♪

　
　

　
　

【
公
演
日
】
３
月
20
日

　
　
　
　
　
　
　

開
演
／
午
後
２
時　

　
　

【
会　

場
】
コ
ピ
ス
み
よ
し　

一
階
ロ
ビ
ー

観
覧

無
料

コ
ピ
ス
み
よ
し　

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

千
両
や
祠
に
古
き
千
社
札　

　
　
　
　
　
　

北
野　

良
雄

春
近
し
動
く
気
配
や
池
の
鯉　

　
　
　
　
　

小
林　

　

瀞

羽
搏
き
て
声
澄
み
わ
た
る
鶴
の
恋　

　
　
　

石
川　

靖
子

年
の
暮
宣
伝
賑
は
す
ち
ん
ど
ん
屋　

　
　
　

星
野　

一
郎

寝
過
ご
し
て
仕
事
始
め
の
急
ぎ
足　
　
　
　

下
原　

キ
イ

初
仕
事
梱
包
解
く
音
威
勢
良
く　

　
　
　
　

西
片　

和
子

初
詣
無
言
の
中
の
砂
利
の
音　

　
　
　
　
　

前
田　

任
子

一
年
の
決
意
一
字
の
吉
書
か
な　

　
　
　
　

森
下　

　

茂

春
近
し
結
果
ま
つ
孫
十
五
才　

　
　
　
　
　

平
井　

昌
雄

奥
路
地
の
関
守
石
や
実
仙
蓼　

　
　
　
　
　

綿
引　

李
知

秋
鯖
の
味
覚
至
福
の
老
二
人　
　
　
　
　
　

沖
野　

澄
江

木
枯
し
や
道
行
く
人
も
襟
を
立
て　

　
　
　

高
山　

正
彦

気
を
つ
け
て
万
感
胸
に
事
始
め　

　
　
　
　

小
泉　

か
ね

若
水
や
五
臓
六
腑
に
し
み
わ
た
り　

　
　
　

島
津　

和
子

初
夢
や
人
に
語
れ
ず
ほ
く
そ
笑
む　

　
　
　

池
上
ひ
で
を

古
ミ
シ
ン
仕
事
始
め
の
試
し
踏
み　

　
　
　

金
谷　

　

武

年
の
瀬
や
義
理
堅
き
人
訪
ね
来
し　

　
　
　

斉
藤　

信
乃

庭
に
来
る
鳥
の
さ
え
ず
り
春
近
し　
　
　
　

中
西　

靖
子

受
話
器
持
つ
手
の
重
く
な
り
初
電
話　

　
　

武
田
キ
ヨ
子

迂
回
し
て
菊
咲
く
道
を
通
り
け
り　

　
　
　

佐
々
木
年
郎

●
投
稿
先
・
林　

保　
（
三
芳
町
上
富
６
６
６

－

４
１
７
９
）

※ 

投
稿
は
官
製
は
が
き
に
楷
書
の
こ
と
、
電
話

番
号
を
明
記
し

日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

　

麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予
防
接
種

第
２
期
・
第
３
期
・
第
４
期
は
お

済
み
で
し
ょ
う
か
？

　

第
２
期
は
就
学
前
（
年
長
児
）
、

第
３
期
は
中
学
１
年
生
、
第
４
期

は
高
校
３
年
生
が
対
象
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

毎
年
、
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予

防
接
種
に
つ
い
て
は
、
広
報
み
よ

し
３
月
号
の
「
健
康
百
科
」
で
掲

載
し
て
い
ま
す
。
と
言
う
の
も
、

12
月
ま
で
の
接
種
率
が
、

　

第
２
期　

　

６
０

１
％

　

第
３
期　

　

５
０

７
％

　

第
４
期　

　

４
７

９
％

と
な
っ
て
お
り
、
接
種
率
が
低
い

状
態
に
あ
る
た
め
で
す
。
新
し
い

学
年
を
迎
え
る
前
に
、
も
う
一
度

母
子
健
康
手
帳
を
確
認
し
て
ほ
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

麻
し
ん
に
つ
い
て
は
、
世
界
保

健
機
関
西
太
平
洋
地
域
事
務
局
が
、

麻
し
ん
の
重
篤
性
な
ら
び
に
流
行

し
た
場
合
の
社
会
に
与
え
る
影
響

を
か
ん
が
み
、
二
〇
一
二
年
ま
で

に
麻
し
ん
を
排
除
す
る
と
い
う
目

標
を
掲
げ
ま
し
た
。
我
が
国
に
お

い
て
も
、
そ
の
目
標
達
成
の
た
め
、

平
成
18
年
か
ら
麻
し
ん
風
し
ん
混

合
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
と
し
、

さ
ら
に
平
成
20
年
度
よ
り
経
過
措

置
と
し
て
第
３
期
と
し
て
中
学
１

年
生
、
第
４
期
と
し
て
高
校
３
年

生
を
対
象
に
、
公
費
で
２
回
目
の

接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
な
ぜ
２
回
接
種
が
必
要

な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

理
由
は
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

１
つ
に
は
、
１
回
の
接
種
で
免

疫
の
つ
か
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち

（
数
パ
ー
セ
ン
ト
存
在
す
る
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
）
に
免
疫
を
与

え
る
た
め
で
す
。

　

２
つ
目
に
は
、
１
回
の
接
種
で

免
疫
が
つ
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
後
の
時
間
の
経
過
と
と
も
に

そ
の
免
疫
が
減
衰
し
た
子
ど
も
た

ち
に
再
び
刺
激
を
与
え
、
免
疫
を

強
固
な
も
の
に
す
る
た
め
で
す
。

　

３
つ
目
に
、
１
回
目
に
接
種
し

そ
び
れ
た
子
ど
も
た
ち
に
も
う
一

度
接
種
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
た

め
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
も
う
一
度
母
子
健
康
手

帳
を
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

258

１
２
３
６　

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

258

５
９
９
４

予
防
接
種
の
お
は
な
し

藤
久
保
在
住

   

三
瓶
大だ

い
き樹

ち
ゃ
ん

平
成

年
１
月

日
生

（
父
・
健
一
）

（
母
・
輝
子
）

　

た
ー
く
さ
ん
遊
ん
で
く
れ
る
、

じ
ー
じ
と
ば
ー
ば
が
大
好
き
な
、

や
ん
ち
ゃ
坊
主
で
す
。

藤
久
保
在
住

野
田
歩あ

ゆ
む夢
ち
ゃ
ん
夢ゆ

め
か花
ち
ゃ
ん
美み

む夢
ち
ゃ
ん

平
成

年

月

日
生

平
成

年
２
月

日
生

平
成

年
１
月

日
生

（
父
・
伊
佐
武
）

（
母
・
奈
慎
子
）

　

我
が
家
３
兄
弟
は
名
前
に
み
ん
な
「
夢
」

が
付
き
ま
す
。

　

夢
花
は
、
幼
稚
園
の
運
動
会
で
チ
ア
ガ
ー

ル
に
な
る
夢
が
叶
い
、
頑
張
り
ま
し
た
。

も
ど
か
し
き
気
持
を
批
評
の
師
の
言
葉
代
り
て
言
い
あ
り
涙
あ
ふ
る
る

井
上　

悦
子

伐
ら
れ
た
る
箇
所
よ
り
樹
液
の
滲
み
だ
し
我
は
気
に
な
り
庭
に
見
に
ゆ
く

吉
田　

和
代

破
れ
家
を
曳
き
て
戻
し
て
向
き
変
え
る
直
す
否
や
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
声

祖
父
江
桂
子

孫
の
言
う
「
一
位
に
な
る
ぞ
」
意
気
込
み
は
幼
稚
園
の
ミ
ニ
ミ
ニ
マ
ラ
ソ
ン

折
田　

和
子

ホ
ー
ル
出
で
人
込
み
の
中
を
娘
と
ふ
た
り
シ
ョ
パ
ン
の
調
べ
纏
ひ
て
歩
む

鈴
木　

繁
子

微
粒
子
を
持
ち
帰
り
た
る
「
は
や
ぶ
さ
」
の
成
果
の
重
み
は
か
り
知
れ
ず

香
川
日
出
子

信
濃
路
に
不
動
な
る
か
な
浅
間
山
煙
と
自
然
活
け
る
山
な
り

廣
田　

重
夫

陽
に
あ
て
し
ふ
か
ふ
か
の
布
団
に
入
る
時
い
つ
も
想
う
北
国
の
家
族

熊
本　

英
子

検
診
日
バ
ッ
ク
手
に
提
げ
足
早
に
髪
を
か
き
あ
げ
門
を
く
ぐ
り
ぬ星

野　

一
郎

年
の
瀬
に
夕
日
に
映
え
る
シ
ル
エ
ッ
ト
富
士
の
姿
に
ほ
っ
と
一
息清

水
美
智
子

【
選
評
】「
短
歌
」
は
作
者
の
感
情
の
表
出
で
す
。
言
う
な
れ
ば
「
喜
怒
哀
楽
」
の
表
現

に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
一
首
の
中
に
キ
ー
ワ
ー
ド
（
鍵
に
な
る
言
葉
）
が
大
事
で
す
。

今
回
の
歌
の
中
に
は
よ
い
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
り
、
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。（
中
村
正
雄
）

●
選
者　

中
村
正
雄

●
投
稿
先　

吉
田
和
代　
（
三
芳
町
藤
久
保

三
九
二
八　

258

－

４
３
５
３
）

※
投
稿
は
官
製
は
が
き
で
右
記
へ

み ん な の 広 場（ ） （ ）み ん な の 広 場

ア
イ
ド
ル
の
原
稿
を
募
集
中
!!

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
お
気
軽
に
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
順
次
掲
載
い
た
し
ま
す
。

あ
て
先
…
三
芳
町
藤
久
保
１
１
０
０
番
地
１ 

三
芳
町
役
場
秘
書
広
報
室

－

０
０
１
９（
内
線
３
１
１
）

【 

訂
正
と
お
詫
び
】
広
報
み
よ
し
２
月
号
の
18
頁
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
の
ア
イ
ド
ル
島
田
優
虎
ち
ゃ
ん
と
優
真
ち
ゃ
ん
の
誕
生
日
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
、
優
虎
ち
ゃ
ん
平
成
16
年
11
月
30
日
、
優
真
ち
ゃ
ん
平
成
21
年
１
月
24
日
で
す
。
訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

好
評
発
売
中
!!

4月号より「みんなの広場」が変わります！

　４月号より「みんなの広場」を、より町民の皆さんに

よるページとなるようリニューアルします！

　それに伴い「こんにちは！サークル」は、より広く、

町で活躍している人・団体を紹介するコーナーに変わり

ます。

《掲載対象》

　・三芳町で一生懸命活動している人、もしくは団体！

※ ただし、営利を目的とする投稿（営利団体による
投稿を含む）、宗教・政治団体（人）の投稿はお
控えください。

　皆さんの活動を、町民の皆さんにアピールしてみま

せんか？（これまで通り、一生懸命活動しているサーク

ル・クラブの投稿も可能です。）

　先着順で掲載します。連絡先・簡単な活動内容等、

アピールしたいことを明記の上、どしどしご投稿くださ

い。お待ちしております！



北永井児童館
258－9962

藤久保児童館
258－9965

竹間沢児童館
259－8315

寒さに負けず、全員完走！

　１月 日 、第 回三芳町新春ロードレース大会が開

催されました。総勢 名のランナーが、寒さを物とも

せず、元気にゴールまで走り抜けていました。

児童館には楽しいイベントがいっぱい！

　２月５日 、この日は町内各児童館で様々な

イベントが開催され、大勢の子どもたちが楽し

そうに活動していました。児童館では、今後も

多くのイベントが開催されます。

ぜひ、児童館へ！

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
動
物

　

づ
く
り
【
北
永
井
児
童
館
】

 

ヤ
カ
ー
リ
ン
グ
（
や
か
ん
を
使
用
）

大
会
優
勝
者
【
藤
久
保
児
童
館
】

革
工
作
【
竹
間
沢
児
童
館
】

ウォッチング（ ） （ ）ウ ォ ッ チ ン グ

ヒューマンフェスタ2011

　２月５日 、作家で高野山真言

宗僧侶でもある家田荘子氏をお迎

えし、人権問題について考える

「ヒューマンフェスタ 」を開

催しました。詳細については、男

女共同参画情報誌「まなざし第９

号」（本紙折込み）をご覧くださ

い！

楽しいお話がたくさん！新春おはなし会

　１月 日 、中央図書館で行われた新春おはなし

会。ボランティアさんや職員の語りに、子どもから大

人まで、身を乗り出して聞き入っていました。紹介さ

れた本は全て、その日のうちに貸出されていました！

三芳の伝統芸能を堪能

　１月 日 、コピスみよしにて「第９回竹間沢車

人形公演」が開催されました。この公演では、車人

形を鑑賞するだけでなく、舞台上で車人形の操作を

体験する「車人形教室」も開催。三芳の伝統芸能を

見て、知って、体験できる公演となりました。

春
の
子
ど
も
服
リ
サ
イ
ク
ル
広
場

日
時　

３
月
２
日

、
午
前

時

分
〜

時

分

対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

申
込
方
法　

自
由
参
加

野
菜
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！

　
　
　
　

ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
植
え
よ
う

日
時　

３
月

日

、
午
後
２
時
〜
３
時

対
象　

幼
児
親
子
、
小
学
生
以
上　

　

定
員　

名

申
込
方
法　

事
前
申
込

フ
レ
ン
ド
リ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー

日
時　

３
月

日

、
午
後
２
時
〜
４
時

対
象　

幼
児
親
子
、
小
学
生
以
上

コ 
メ
ン
ト　

今
年
度
最
後
の
イ
ベ
ン
ト
！
み
ん
な

で
レ
ク
ゲ
ー
ム
を
し
て
盛
り
上
が
ろ
う
！
一
輪

車
ク
ラ
ブ
の
発
表
も
お
楽
し
み
に
！
保
護
者
の

方
も
見
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

事
前
申
込
（
当
日
参
加
可
）

人
形
劇
ま
つ
り

日 
時　

３
月
６
日

、

午
前

時
受
付
（

時

ま
で
）

時

分
開
始
（
午
後
１
時
ま
で
）

対
象　

幼
児
親
子
、
小
学
生
以
上

コ 
メ
ン
ト　

藤
久
保
児
童
館
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ

ン
ト
「
人
形
劇
ま
つ
り
」
を
今
年
も
行
い
ま

す
！
人
形
劇
ク
ラ
ブ
の
発
表
と
、
素
敵
な
道

竹
間
沢
児
童
館

藤
久
保
児
童
館

化
師
「
ケ
ア
リ
ン
グ
ク
ラ
ウ
ン
隊
」
の
楽
し

い
催
し
物
が
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
見
に
来

て
く
だ
さ
い
！

申 
込
方
法
／
各
児
童
館
で
入
場
整
理
券
を
配
布

し
て
い
ま
す
。
当
日
券
も
あ
り
ま
す
。

じ
ゃ
が
い
も
を
植
え
よ
う
！

日
時　

３
月

日

、
午
後
２
時
〜
３
時

対
象　

幼
児
親
子
、
小
学
生
以
上

申
込
方
法　

事
前
申
込

ゲ
ー
ム
大
会

日
時　

３
月
５
日

、
午
後
２
時
〜
３
時

分

対
象　

小
学
生
以
上

コ 
メ
ン
ト　

「
王
様
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
」
や
「
合

戦
！
ボ
ー
ル
玉
入
れ
」
な
ど
を
み
ん
な
で
楽

し
も
う
！
頭
脳
ゲ
ー
ム
に
も
挑
戦
し
て
ね
。

申
込
方
法　

時
間
ま
で
に
直
接
来
館
。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
デ
ー

日
時　

３
月

日

、
午
後
３
時

分
〜
４
時

分

対
象　

小
学
生
以
上　
　

内
容　

缶
バ
ッ
ジ
作
り

申
込
方
法　

自
由
参
加

春
休
み
！
み
ん
な
の
映
画
会

日
時　

３
月

日

、
午
前

時

分
〜
正
午

コ 
メ
ン
ト　

「
み
ん
な
の
映
画
会
」
で
今
年
度

を
締
め
く
く
ろ
う
！
候
補
の
中
か
ら
見
た
い

映
画
の
投
票
を
行
い
ま
す
。
（
３
月
５
日
よ

り
）

申
込
方
法　

自
由
参
加

※
 上
映
中
は
会
場
の
出
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

児
童
館
の
行
事
は
基
本
的
に
参
加
無
料
で
す
。

参
加
申
し
込
み
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

行
事
に
よ
っ
て
は
年
齢
制
限
や
定
員
設
定
、
参

加
費
等
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
各
児
童
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

北
永
井
児
童
館



広　　告広　　告

「交通指導員」募集

　三芳町では、小中学校通学路におけ

る児童・生徒の交通安全対策のため、

交通指導員を募集します。

対象　次のすべての条件を満たす人

　 三芳町に住所を有する20歳から55

歳までの人

　 健康で交通安全に関心と熱意があ

る人

　 視力及び弁色力に異常がない人

募集人員　１名

指導場所　竹間沢地区小中学校通学路

指 導時間　午前７時30分～午前８時30

分（休校日を除く）

報酬　月額40,000円

申 込方法　３月23日 までに、市販の

履歴書に顔写真を貼って持参してく

ださい。

申込み・問い合わせ　地域振興課

　（内線265）　FAX274 1053

「三芳太陽の家」の設置・管理

及び運営主体の変更について

　これまで町が設置・管理し、「三芳

町社会福祉協議会」が運営してまいり

ました心身障害者地域授産施設「三芳

太陽の家」は、本年４月１日より「社

会福祉法人入間東部福祉会」に設置主

体が移管され、同法人が管理・運営す

ることとなりました。

　今後とも変わらずご愛顧のほどよろ

しくお願いします。

問い合わせ　福祉課

　（内線174～176）　FAX274 1051

「子育て支援センター」よりお知らせ

●なかよし広場（予約不要）
日程　
　 ０歳児（ねんねひろば）／３月１日

・８日 （身体測定）・18日

　 ０歳児（ハイハイひろば）／３月２

日 ・10日 （身体測定）・22日

　１歳児／３月３日 ・15日 ・23日

　２歳児～／３月４日 ・17日 ・24日

　０～５歳児／３月７日

時間　午前10時～12時
場所　子育て支援センター
●わくわくタイム（予約不要）
日時　
　 午前わくわく／３月14日 （お誕生

会）、午前10時～12時

　 午後わくわく／３月14日 、午後１

時～２時30分

場所　藤久保児童館
対象　０～５歳位までの子どもと保護者
●なかよし講座（要予約）
　 「子育てに迷ったり、悩んでいるマ

マたち集まれ！」

日 時　１歳児／３月９日 、２歳児／

３月16日 、いずれも午前10時30分

～11時30分

場所　子育て支援センター
定員　５名（保育あり）
●おでかけなかよし広場（予約不要）
日時　３月25日 、午前10時～12時

場所　農業センター（上富）
対象　０～５歳位までの子どもと保護者
●おひさま広場（予約不要）
　「春が来るよ！楽しい外遊び」

日時　３月11日 、午前10時～11時30分

場所　富士塚公園
対象　０～５歳位までの子どもと保護者
申込み・問い合わせ　子育て支援センター
　 258 5106　FAX258 5136

期日　３月４日

受付時間　午前９時15分～10時

場所　保健センター　

対象　０歳～就学前

持ち物　母子健康手帳

問い合わせ　保健センター　

　 258 1236　FAX258 5994

育児相談

納期限は、３月 日です

町県民税　　　　　　　第５期

国民健康保険税　　　　第９期

（上記の収納は藤久保・竹間沢）出張所でも行っています。

お　し　ら　せ

　平成22年12月12日にご逝去されまし

た三芳町名誉町民　故山田義夫氏の三

芳町葬につきまして、下記のとおり執

り行います。

日時　平成23年４月２日

　受付／午前９時より

　開式／午前10時より

場所　文化会館「コピスみよし」

※なお、一般の参列者の方につきまし

ては、記帳のみとなりますので、ご了

承いただきますようお願いいたします。

また、勝手ながらご香典、ご供物、ご

供花の儀はご遠慮申し上げます。

＊ご不明な点は、秘書広報室まで問い

合わせください。

問い合わせ　秘書広報室

　（内線311～313）　FAX274 1054

名誉町民　故山田義夫氏の

「三芳町葬」を執り行います。

こころの健康講座ポリオ生ワクチンの接種

期日・対象者

場所　保健センター

受付時間

○対象地区の方／午後１時15分～２時

○ 対象地区外の方／午後１時30分～２

時15分

日時　３月26日 、午後２時～４時

場所　藤久保公民館ホール

内 容　歌の集い　「歌でこころの健康

づくり～一緒に歌おう～」

対象　70名　参加費　無料

共 催　三芳町こころの健康づくりをす

すめる会

※飲み物等は、各自用意ください。

問 い合わせ　地域生活支援センター

　 274 3472　FAX274 3366

対象年齢

　生後３～90か月未満の乳幼児

※１か月以内に麻しん等の感染症にか

かった人、ひきつけをおこしてから１

年以上経過していない人は受けられま

せん。

※体温は、会場で計っていただきます。

※予防接種手帳・母子健康手帳を忘れ

ずに持参してください。

問い合わせ　

　保健センター

　 258 1236　FAX258 5994

　春めく季節。資料館学芸員と一緒に、

自転車で歴史と文化と春の自然を散

策・見学してみませんか。

日時　３月24日 、午前10時～午後４時

見学コース

　 歴史民俗資料館⇒こぶしの里⇒跡見

学園花渓博物館⇒黄林閣⇒坂の下天

神社⇒滝の城（約 12kmのコース）

募集人数　30名（完走可能な方）

参加費　300 円（保険料・資料代として）

持 参品等　お弁当・飲み物・帽子・タ

オル・軽装

その他　必ず自転車でおいでください。

申 込み　３月10日 から、電話にて受

け付けします。

問い合わせ　

　歴史民俗資料館

　 258 6655　FAX258 8466

サイクリングで歴史と文化を巡ろう

～資料館文化財サイクリング～

　旧池上家住宅で、影絵で民話の公演

を行います。ぜひ、民話を楽しみにい

らっしゃいませんか。

期日　３月27日

時間　第１回公演／午後１時30分～

　第２回公演／午後３時～

　※いずれも約１時間の公演です。

公演　

　 ○演目／民話「笠地蔵」「二度栗山

のはなし」他

　 ○出演団体／「影絵サークルいろり

座」の皆さん

参加費　無料

申 込み　３月10日 より、各公民館・

図書館・資料館・教育委員会等で整

理券を配布します。

問い合わせ　歴史民俗資料館

　 258 6655　FAX258 8466

影絵民話公演

資料館・旧池上家住宅で民話を見よう

こころのセミナー

日時　３月16日 、午後２時～４時

場所　藤久保公民館ホール

講 演　元気になる力～いきいきファミ

リーコミュニケーション～

講 師　蛯名玲子氏（グローバルコミュ

ニケーションズ代表取締役、健康社

会学博士）　対象　70名（申込制）

共催　朝霞保健所・富士見市役所

協 力　三芳町こころの健康づくりをす

すめる会　　参加費　無料

問 い合わせ　地域生活支援センター　

274 3472　FAX274 3366

みよしエンジョイセミナー

日時　３月19日 、午後２時～４時

場所　藤久保公民館学習室

テーマ　江戸の普請

講師　笛木隆雄氏　　参加費　無料

問い合わせ　藤久保公民館

　 258 0690　FAX258 9625

期　日 対象地区

4月11日 藤久保1区・2区・3区

4月18日 藤久保4区・5区・6区

4月25日 竹間沢・みよし台

5月9日 上富・北永井

お 知 ら せ（ ） （ ）お 知 ら せ
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3月30日 から利用券を交付します !!　「地域福祉バス」「福祉タクシー」利用料助成

■地域福祉バス

　この事業は、70歳以上（70歳の誕生月から交付）の高齢

者、心身障害者（身体障害者手帳1・2級、療育手帳 ・

Ａ）が安心して外出できるよう、地域福祉バス（ライフバ

ス）利用料金を助成する事業です。

　１か月につき８枚（該当月分）の利用券を交付します。

ただし、心身障害者の場合は、自動車燃料費補助事業の助

成を受けている人は除きます。

申 込み　印鑑・年齢の確認できるもの、又は、身体障害者

手帳、療育手帳を持参の上、福祉課及び各出張所へ申請

してください。

問い合わせ　

　福祉課福祉係（内線173）　FAX274 1051

　福祉課障がい者福祉係（内線174）　FAX274 1051

■福祉タクシー

　この事業は、障害者（身体障害者手帳１・２級、療育手

帳 ・Ａ、精神障害者保健福祉手帳１・２級）が安心して

外出できるよう、タクシー利用料金の初乗り運賃相当額の

助成を行う事業です。

　１か月につき４枚（該当月分）の利用券を交付します。ただ

し、自動車燃料費補助事業の助成を受けている人は除きます。

申 込み　印鑑、身体障害者手帳又は、療育手帳を持参の上、

福祉課及び各出張所へ申請してください。

＊ 精神障害者保健福祉手帳１・２級の方は、印鑑、精神保健福祉

手帳を持参の上、地域生活支援センターへ申請してください。

問い合わせ　

　福祉課障がい者福祉係（内線174）　FAX274 1051

　地域生活支援センター　 274 3472　FAX274 3366

注意　「ぬくもり健康入浴利用券」については、「広報みよし４月１日号」でお知らせします。また、該当者には引
換はがきを郵送いたします。「地域福祉バス（ライフバス）」の引換はがきはありません。

春季初心者ソフトテニス（軟式）教室

日時　４月２日・９日・16日・23日・30日／午前９時～11時
　５月７日・14日・21日・28日／午前10時～12時

　６月４日・11日・25日／午前10時～12時

場所　運動公園テニスコート
対象　小学校４年生以上の町内在住・在勤・在学者
参加費　1人１回100円（当日徴収）
持 ち物　ソフトテニス用ラケット（貸し出し可）、テニス
シューズ（平底靴可）

＊事前申込不要。直接会場に集合。

問い合わせ　
　地域振興課（内線262・263）　FAX274－1053

　庭球連盟役員（午後７時～９時）

　新井田（にいだ）　 258 5556

　給前（きゅうぜん）　 259 1791

第28回初級・中級硬式テニス教室

期日　４月２日～５月21日までの毎週土曜日（全８回）
　※予備日／５月28日、６月４日・11日・18日・25日

時間　４月／午後１時～３時、５月・６月／午後２時～４時
場所　運動公園テニスコート
対象　一般（町内在住・在勤・在学者）及びテニス協会員
定員　30名　　　参加費　5,000円
コーチ　テニス協会コーチングスタッフ
申 込み　３月15日 より、参加費を添え総合体育館・地域

振興課文化スポーツ係へ申込みください。（先着順）

締め切り　３月25日 　※定員になり次第締め切ります。

問い合わせ　地域振興課　（内線262・263）　FAX274 1053
　総合体育館　 258 0311

　岡野　 258 9200（19時～21時）

　林　 258 4809（19時～21時）

お 知 ら せ（ ） （ ）お 知 ら せ

第22回硬式テニス団体戦

日時　４月10日 、予備日４月17日

場 所　運動公園（２～６面）及び竹間沢（１～４面）テニ

スコート

集 合場所・時間　最終ドローにより、時間・場所を確認の

上、直接試合会場に集合してください。

　※テニス協会ホームページ参照

対象団体　三芳町テニス協会加盟団体並びに一般団体

　（参加者全員が、協会員・町内在住・在勤・在学者であること）

競技方法　男子団体戦及び女子団体戦

　 ※Ａ・Ｂクラスに分けて対戦。１チーム（６～８名以内

の登録）で原則ダブルス３試合の対抗戦。予選はリーグ

戦（結果にかかわらず３試合実施）、決勝はトーナメン

ト戦（２試合先勝）

参加費（１人）　協会員／1,000円、一般／1,200円

申込受付期間　３月５日 から26日 の午後２時まで

　 ※上記期間内の土・日曜日、祝日の午前８時から午後４

時までは、運動公園コート協会役員も申込みの受け付け

をします。

問い合わせ　

　地域振興課（内線262・263）FAX274－1053

　岡野　 258－9200（19時～21時）

　林　 258－4809（19時～21時）

“イクメン応援”～藤久保児童館のお父さんの姿～

　児童館では、毎週水・木曜日に乳幼児教室“あそびのへ

や”を行っています。

　今年も前期が 5月から始まり、後期が 11月から始まりま

した。子育てをとっても頑張っているお母さん達と一緒に

かわいいこども達が毎回とてもいい笑顔で過ごしています。

　後期も 70 組の定員の中、０～１歳児 66 組、２歳以上

68 組の方達が登録されています。今年はたくさんのお母

さんの中に、お父さんの参加が有ります。

　参加されているお父さんは、○○県知事や今流行りの“イ

クメン”と同様に育児休暇をとって、４歳のお兄ちゃんと

２歳の妹としっかりと向き合って過ごしているのです。

　お父さんに子どもに関わる姿や気持ちの変化などを聞い

てみました。これから育児休暇を考えているお父さん、週

末限定のイクメンのお父さん、またはどちらかを目指して

いるお父さん、お母さん！必読です !!

●“イクメン”お父さんの感想
　昨年四月に始まった育休生活も 10 ケ月が過ぎようとし

ています。はじめは「何とかなる」と甘く見ていたものの、

三芳町に引っ越してきたばかりということも相侯って、不

慣れな土地で始まった家事及び育児は苦労の連続でした。

　子供と 24 時間顔を突き合わせていることで得られる喜

び、楽しさは計り知れないほど大きいものです。しかし

一方で、苛立ちや戸惑いを感じることの多さもわかりまし

た。子育てにストレスが伴う

ということは、勤めている時

の僅かな時間しか家にいな

い、子供にいい顔だけをして

いられる、いわば「いいとこ

取り」の生活では想像できな

かったことです。妻の追体験

をすることで、感謝や尊敬の

念をあらためて抱き、より理

解が深まったことも大きな収穫です。

　息子、娘との「濃い」時間は彼らのためというよりは、

むしろ自分のための貴重な時間だと思っています。小さい

時はすぐに終わってしまいます。親としてそういう期間を

こんなに長く一緒に向かい合える機会はこの先ありません。

職場での自分の代わりはいくらでもいますが、この子たち

の父親は自分だけです。勤め先の理解や近所の方たちなど、

周囲の協力も幸いし、一年間このように過ごせることを幸

せに思います。最初の数ヶ月、大らかになれず、どこかキ

リキリしていた頃とは違い、今では子供が機嫌のいい時は

もちろん、ぐずっている時でさえそれを楽しめる余裕が出

てきました。子育ては「待つこと・忍耐・段取り」が肝要

です。育休期間もあと僅かとなりましたが、残りの日々を

大切に送りたいと考えています。

問い合わせ　藤久保児童館　 258 9965　FAX258 9965

田代雄一さんとお子さんたち
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
第
６
集
会
室

　

 

川
越
会
場
／
丸
広
百
貨
店
川
越
店

８
階
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム

問
い
合
わ
せ

　

埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　

048

８
３
８

０
４
８
３

▼
む
さ
し
の
作
業
所
で
は
、
現
在

障
が
い
を
持
っ
て
い
る
方
の
就
職
を

支
援
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
っ
て
い

ま
す
。
む
さ
し
の
作
業
所
の
見
学
・

詳
し
い
訓
練
内
容
を
聞
き
た
い
と
い

う
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
（
療
育
手

帳
・
身
体
障
害
者
手
帳
・
精
神
障
害

自
衛
官
採
用
試
験

不
動
産
無
料
相
談
会

障
害
を
持
っ
て
い
る
方
の

就
職
支
援
を
し
て
い
ま
す

者
福
祉
手
帳
等
を
お
持
ち
の
方
）
は
、

左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

入
間
東
部
む
さ
し
の

作
業
所　

２
５
２

５
２
７
０

▼
現
在
就
職
し
て
い
る
が
困
っ
て
い

る
こ
と
が
あ
る
、
又
は
就
職
し
た
い

が
ど
う
し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
と

い
う
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
は
、
左

記
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

 

三
芳
町
障
が
い
者
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

　

２
５
９

２
５
２
５

申 

込
方
法　

郵
便
局
窓
口
で
振
込
後
、

振
替
払
込
受
付
証
明
書
を
貼
付
し

た
加
入
依
頼
書
を
埼
玉
県
支
部
へ

郵
送
す
る
。

対 

象　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活
動

な
ど
を
行
う
５
名
以
上
の
団
体

対 
象
と
な
る
事
故
の
範
囲　

団
体
管

理
下
で
の
活
動
中
（
国
内
）
の
事

故
な
ど

 

掛
金　

中
学
生
以
下
／
６
０
０
円
・

　

１

１
５
０
円
、
高
校
生
以
上
／

　

６
０
０
円
〜
９

０
０
０
円

※
活
動
内
容
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

保 

険
期
間　

平
成
23
年
４
月
１
日
〜

平
成
24
年
３
月
31
日

※ 

４
月
１
日
以
降
の
申
込
は
、
加
入

依
頼
書
を
郵
送
し
た
消
印
日
と
振

込
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
の
翌
日

か
ら
有
効
。

補 

償
内
容　

傷
害
保
険
・
賠
償
責
任

保
険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

※ 

加
入
区
分
、
補
償
金
額
に
よ
り
異

な
り
ま
す
。

平
成

年
度
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険

加 

入
依
頼
書
配
布
場
所　

三
芳
町
役

場
地
域
振
興
課
・
総
合
体
育
館
・

各
公
民
館

問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
埼
玉
県
支
部

　

048

８
２
２

８
９
５
０

　

現
在
、
急
速
な
少
子
化
が
進
行
し

て
お
り
、
次
の
世
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
環
境

を
つ
く
る
た
め
、
国
、
地
方
公
共
団

体
、
企
業
、
国
民
が
一
体
と
な
っ
て

対
策
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
次
世
代
法
が
改
正
さ
れ
、

平
成
23
年
４
月
か
ら
、
「
一
般
事
業

主
行
動
計
画
」
の
策
定
・
届
出
、
公

表
・
周
知
が
従
業
員
が
101
人
か
ら
300

人
の
事
業
主
の
方
へ
も
新
た
に
義
務

付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
は
、
行
動
計
画

を
策
定
し
て
、
早
め
に
埼
玉
労
働
局

雇
用
均
等
室
へ
届
け
出
ま
し
ょ
う
。

　

埼
玉
労
働
局
で
は
、
毎
週
金
曜
日

に
は
個
別
相
談
会
（
無
料
）
を
、
希

望
企
業
の
方
に
は
埼
玉
県
雇
用
対
策

協
議
会
か
ら
訪
問
ア
ド
バ
イ
ス
も
行

っ
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、
埼
玉
労
働
局
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

　

埼
玉
労
働
局
雇
用
均
等
室

　

048

６
０
０

６
２
１
０

　

埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議
会

　

048

６
４
７

４
１
８
５

次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進

法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
！

　

こ
の
広
場
で
は
、
不
用
品
情
報

（「
ゆ
ず
り
ま
す
」・「
ゆ
ず
っ
て
く
だ

さ
い
」）
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
モ

ノ
を
買
う
前
、
捨
て
る
前
に
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

モ
ノ
を
長
く
大
切
に
使
っ
て
、
資

源
の
節
約
や
ご
み
の
減
量
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
！

　

ご
利
用
く
だ
さ
い

▽
ゆ
ず
り
ま
す
／
鯉
の
ぼ
り
／
雛
人

形
（
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
入
り
）
／
学
習

机
／
水
槽
（
88
×
45
×
45

）
／
吉

徳
大
光
三
段
飾
り
雛
人
形

▽
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
／
自
転
車

（
22
イ
ン
チ
）
／
富
士
見
台
幼
稚
園

女
子
制
服
・
ス
モ
ッ
ク（
110
〜
120

）、

タ
オ
ル
／
富
士
見
台
幼
稚
園
男
子
制

服
／
三
芳
中
学
校
女
子
制
服
（
夏
・

冬
）
／
三
芳
中
学
校
男
子
制
服
（
170

〜
175

）

相談種類 と　き ところ 相談員 連絡先

●教育相談 毎週月～金曜日（祝日を除く）
午前9時30分～午後4時30分

総合体育館4階教育相談室
電話相談は 274-1023

常任相談員
教育委員会学校教育課指導
係（内線522）

●消費生活相談 毎週火・金曜日（年末年始・祝日
を除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の消費生活相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●内職相談 毎週水曜日（年末年始・祝日を
除く）午前10時～午後4時

役場2階環境産業課隣
内職相談室

専任の内職相談員
環境産業課商工観光係
（内線214）

●女性相談 毎月第2・第4金曜日（年末年始・祝
日を除く）午前11時～午後3時30分

役場1階住民相談室
（予約制）

専門の心理カウンセラー
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●外国人生活相談 毎週月曜日午前10時～午後1時
毎週木曜日午後1時～4時

ふじみの国際交流センター
電話相談は 269-6450

専門の相談員
総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●成人健康相談 毎月第1月曜日
午後1時～3時30分（予約制）

保健センター 管理栄養士、保健師
保健センター
（ 258-1236）

●住民相談 毎月第1・第3木曜日（祝日の場合
翌週）午後1時～5時

役場1階住民相談室
（予約制）

弁護士、人権擁護委員、
行政相談委員

総合政策課人権推進係
（内線404・405）

●子育て相談 毎週月～金曜日
随時受付

各保育所・
子育て支援センター

各保育所所長・専任の
相談員

第1保育所 258-0512
第2保育所 258-6858
第3保育所 258-9961
子育て支援センター 258-5106

●こころの
　　　健康相談

毎月第3火曜日
午後1時～3時30分（予約制）

地域生活支援センター
保健師・精神保健福祉士
・（医師）

地域生活支援センター
 274-3472

●介護相談

月～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
みずほ苑 専任の相談員（介護支

援専門員、社会福祉士
等）

在宅介護支援センター
みずほ苑 258-9488

火～土曜日  午前9時～午後5時
※緊急時は随時対応、電話相談可

在宅介護支援センター
はなまる

在宅介護支援センター
はなまる 258-7067

●福祉・生活相談
生活なんでも相談

毎週月～金曜日（年末年始･祝日除く）
午前8時30分～午後5時15分

社会福祉協議会 社会福祉士
三芳町社会福祉協議会
 258-0122

無料相談のお知らせ


